
様式第３号（第４条関係）                       

                                    第 ３３０ 号 

令和５年１０月２０日   

丹波篠山市教育長 様 

丹波篠山市立大山小学校長 山本 真  

学校運営協議会について、次のとおり報告いたします。 

第 ２ 回 大山小学校運営協議会実施報告書 

１ 学校運営協議会の開催について 

（１）開催日時  令和５年１０月１９日(木) １３時３０分～１５時２０分 

（２）開催場所  大山小学校 ふれあい館 

 

２ 出席した学校運営協議会委員の氏名・所属等及び出席状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 所属等 出欠 氏  名 所属等 出欠  

 

 

 

 

 

 

 

上野 浩司 大山郷づくり協議会会長 ○ 林 謙一郎 幼小ＰＴＡ会長 ×仕事都合 

平野 恵子 学職経験者 ○ 山本  真 大山小学校 校長 ○ 

岡田 康則 大山地区自治会長会代表 〇 竹山 智保 大山小学校 教頭 〇 

伊勢 隆雄 大山振興会理事長 ×仕事都合 平野 京子 大山小学校主幹教諭 ○ 

西垣 重夫 地域コーディネーター ○ 三宅  遼 大山小学校 教諭 ×休暇 

片岡 正子 大山愛育班代表 ×仕事都合 高藤 奈美 大山小学校 主査 ○ 

齋藤とし子 民生委員児童委員 ○    
 
３ 傍聴人数（０）人 
 
４ 議題及び会議の公開又は非公開の別（協議事項毎に公開及び非公開の別を記入すること） 

主な協議事項及び主な意見内容（審議の概要）（公開） 
（１）授業参観(5校時)及び校舎・設備安全点検 
（２）協議事項（公開） 
  ①授業参観・校舎・設備点検について 

②学校経営の状況について（感染症等の対策と状況、豊かな心の育成、ふるさと教育、西紀運動
公園プールの活用、創立150周年記念事業など） 

③学力・生活習慣に関する調査について 
④前期学校評価の報告と今後の方向性について 
⑤学校予算の執行について（執行状況、次年度予算、安全点検より） 

（３）主な意見内容 
・1年生からタブレットＰＣを使いこなしていて驚いたが、活用状況は？→学年の発達段階、学習の目
的に応じて工夫して活用できるように努めている。課題を確認しながら進めていく必要がある。 

・音楽、体育、そのほかさまざまな活動を通して子どもたちの才能を伸ばすことが大切である。 
・小学校の外壁がはがれる事故のニュースがあったが、専門家の目線で点検をすることも必要である。 
・学校の周りにフェンスが張りめぐらされているわけでもなく、オープンな施設であるので、リスク
管理が重要である。防犯対策訓練やサスマタなどの整備も大切である。 

・いじめ件数や不登校者数が増えているというニュースが流れていたが、そのような状況が増えるこ
とが心配である。→子どもとのかかわりを大切にしながら年 3 回のいじめアンケートも活用しなが
ら、早期発見早期対応に努めている。また、心の専門家との連携も進めている。 

・きびしい指導は難しい時代になってきている。子どもの心に傷を残すことがないよう配慮して進め
ていく必要がある。 

・大山小学校の職員が夜遅くまで学校で仕事をしている様子を見かける。忙しい状況を解決していく
のは難しいというのは理解しているが、先生方の心身の健康が心配である。 

５ 会議資料の名称 
・第2回学校運営協議会レジュメ    ・創立150周年記念事業について 
・学力向上プラン            ・前期学校評価分析・考察資料 
・大山小学校予算関係資料        ・学校だより№６＆７ 

 
６ 今後の予定及び方向性 
 ・創立１５０周年記念事業を引き続き後期の学校行事の中で位置づけながら行い、広く地域の方にも

参加いただくよう呼び掛けていく。 
 ・今後も、地域の方の参画や協力を得て、ふるさとキャリア教育を充実させていく 
 
７ 次回開催予定 
 (1) 開催日時  令和６年１月２５日(木) １５時３０分～１６時３０分 (変更の場合有り) 

(2) 開催場所  大山小学校 ふれあい館 



 


